
過疎・高齢化がもたらす諸問題について 

中山間地域の現状 対 応 策 

●日本の貴重な資源である森林や 
   田畑の荒廃、放棄が進む 
 

■基幹産業の衰退、担い手の減少 
   
 
 
 
   
  

■耕作放棄地、荒れた山林の増大 
 【中山間地域の耕作放棄地面積】  
  ・全体の５３．８％  
  ・１０年間で、７．６万ｈａ増加  
   １３．２万ｈａ（Ｈ７）→２０．８万ｈａ（Ｈ１７）     
                         出典：農林水産省「耕作放棄地の現状について」  
 

●日本人の技、知恵、心の拠り所が     
 消滅の危機 
■長年、培われてきた伝統文化・原風景、心の 
  豊かさ、価値観などが後世に引き継げない 
  例・・・高知県梼原町津野山神楽は、千年の歴史     
      （国の重要無形文化財）  

中山間地域が消滅すれば 
都市も生き残れない 

 

都市部が持つ諸問題 

意図的・意識的な 

住民力を生かした 

「小さな拠点づくり」 

●安全安心で豊かな食材等の提供がストップ 
 ・中山間地域の農業等の衰退により、国民の食文化・生活 
  に大きく影響 

 
 
 

     

  

 
 
 
 
 
 

●高齢者や若者の受け皿への対応 
  ・今後、急増する都市部の高齢者の受け皿がなくなる 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ・若者等が幅広く活躍できる場が広がらない 

    都市住民の農山漁村への移住願望 

     ・全体の３１．６％が願望 （Ｈ１７に比べ １１％アップ） 
       ２０歳代が、 ３８．７％で最大 
 

 

中山間地域に若者を残せる 
地域創生が必要 

○衰退しつつも農業産出額や耕地面積は約４割 
○成熟し、収穫期を迎えた森林資源を保有 
○漁業を支えてきた漁村の営み 
○日本の伝統文化や価値観の基層を形成 

国土の約５０％を占め、わが国の生活、産業を 
支える地域 

中山間地域の価値・機能 

②地域コミュニティーの維持、再生 

日本の安全・安心な生活、豊かさを様々な形で支えてきた中山間地域の機能が消滅  
将来につなぐべき日本人の生き方や価値観にも大きく影響 

＜老年人口の増加率＞ （単位：％） 

＜過疎地域における第１次産業従事者の推移＞ （２０年間） 
区分 Ｈ２（千戸） Ｈ２２（千戸） 減少率（％） 

農業者 １,２０４ ７８６ △３４．７ 

林業者 ５５４ ４６２ △１６．６ 

漁業者 ９７ ５７ △４１．２ 

 
人口８０００万人、高齢化率４０％時代も間近 

中山間地域を主として人口急減 
超高齢化に向かう日本 

東京圏 
【東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県】 

         出典：総務省「過疎対策の現況  【Ｈ２４年度版】」 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別推計人口【平成25年3月推計】」 

出典：内閣府「農山漁村に関する世論調査」 

・「小さいからできない」ではなく 、「小さいから 
 こそ」できる仕組み 
 

・「あるもの」を生かした低コストの仕組み 
 

・地域の課題やニーズに応じた継続的な仕組み 
 

・それぞれの地域で若者が誇りと志を持って 
 働ける仕組み 

○暮らしを守る（支え合い活動） 
 
○未来を拓く（産業をつくる） 

都市部は
急増 
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PT（7県） 

 自立と分散で日本を変えるふるさと知事ネットワークＰＴ（H23:７県） 
【青森県、山形県、福井県、奈良県、島根県、鳥取県、高知県】              

①都市部と中山間地域の共生 

個性を活かした 
地域経済の好循環を実現 

 ○中山間地域の農業が都市を支える 
   ・複合経営（高収益の施設園芸、６次産業化など）による 
    攻めの農業の推進 
      ･安全・安心で美味しい農産物の生産、供給（食料基地） 
      ・都市住民の受け皿の確保（就農の場の創出） 
      ･農地、農村の多面的機能の維持・発揮 
                                                   （水源かん養、洪水防止等） 

○都市の森が山の森を創る 
       ・都市の木造化（ＣＬＴ建築）の推進 

    
      ・山の森を再生（木材需要の拡大） 
               

      
 
          
   

循環 

  相乗 

出典：農林水産省「生産農業所得統計」、「耕地及び作付面積統計」、「農林業センサス」 
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高知県における「小さな拠点」の取り組みについて 

小さな拠点（集落活動センター）の設置 

中心（基幹）地域 
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集落連携
の仕組み
づくり 

住民主体 
の取り組み 

集落活動センターの概要 
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  集落活動の拠点 
 （旧小学校、集会所など） 
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あったかふれあい 
センター 

日中の居場所・見守りの場 

①集い＋（預かるなど） 
②訪問・相談・つなぎ 
③生活支援  

泊り、移動手段の確保・配食 
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集落連携 

拠
点
づ
く
り 

集
落 

集
落 

集
落 

集
落 集落活動センター 

拠点 

集
落 

小さな拠点 

集落連携 

拠
点
づ
く
り 

集
落 

集
落 

集
落 

集
落 集落活動センター 

拠点 

集
落 

小さな拠点 

集落連携 

拠
点
づ
く
り 

集
落 

集
落 

集
落 

集
落 集落活動センター 

拠点 

集
落 

小さな拠点 

集落連携 

拠
点
づ
く
り 

集
落 

集
落 

集
落 

集
落 集落活動センター 

拠点 

集
落 

小さな拠点 
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周辺地域 
 

 
高知ふるさと応援隊 
仕組みづくりのサポート役 
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